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【評価コメント】 
本課題は、大規模なデータを保管・共有・解析を行う仕組みとしてクラウド環境の利用を促進の

ための調査と解析を目指し、倫理課題と技術課題の調査、および GWASデータベースの構築とクラ

ウド環境の構築と解析を実施した。 特にクラウド利用の倫理課題に関しては、インフォームド・

コンセントの際にクラウドサービス事業者の選定方針と事業者との責任の分担を説明する義務、研

究対象者にICTやデジタルヘルスに関する学習機会の情報提供を行う努力義務、適切な場合には、

データ共有・管理体制に市民の参画を促す仕組みの導入の検討を求めるといった、具体的な提案が

示された。また、クラウドサービス利用上の注意点を明確にし、遺伝情報に関するクラウド環境の

構築と解析の実践を通じて、将来的なクラウド上での遺伝情報解析の基盤を作ったことは評価でき

る。 

本研究課題で構築したモデルの有効範囲、国内におけるその汎用性や他の研究機関での活用に向

けた展望、諸外国におけるクラウド利用実態、倫理的側面の調査から得られた提案の活用のされ方

について、現在の問題点や今後の流れなどを整理した上で解決に向けて更に成果を展開いただける

よう期待する。 
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